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お手元に届く場合もあるかと存じますが、ご容赦いただけますと幸いです。
※今回のリリースにつきましては、連名で配信している関係で重複して

 
 2013 年 3 月 19 日（火） 

株式会社ボーネルンド 

株式会社 KMO 
 

「あそび」を科学的に考え開発した子どもの発育サポート施設 
あそび場と店舗の複合施設「ボーネルンドあそびのせかい」大阪・梅田に出店 

～4 月 26 日（金）開業「グランフロント大阪」の中核施設「ナレッジキャピタル」内にオープン～ 
 

子どもの健やかな成長に寄与することを目的に、教育玩具の輸入・開発・販売とあそび環境開発を行う

株式会社ボーネルンド（本社：東京都渋谷区、代表取締役社長：中西弘子）は、4 月 26 日（金）に開業す

るうめきた・グランフロント大阪の中核施設「ナレッジキャピタル」（運営：株式会社 KMO、本社：大阪

市北区、代表取締役社長：間渕 豊）内に、親子に人気の室内あそび場「キドキド」と、世界のあそび道具

を販売する「ボーネルンドショップ」からなる親子向け屋内複合遊戯施設「ボーネルンドあそびのせかい グ
ランフロント大阪店」をオープンします。これまでにない取り組みにより、大人は子育てがもっと楽しく

なり、子どもは生き生きと遊び育つことができる「これからの子育て」の姿を提案・発信していきます。 
 

 
「ボーネルンドあそびのせかい グランフロント大阪店」の特徴 

 西日本エリアにおける旗艦店舗 
 新たな知的価値を生み出す「ナレッジキャピタル」から、「これからの子育て」の姿を提案・発信 
 ナレッジキャピタル参画企業・団体と、さまざまなコラボレーションを展開予定 

 

「ボーネルンドあそびのせかい」とは、親子一緒に運動やあそびを楽しめ、子どもの“こころ・頭・から
だ”のバランスがとれた発育をサポートする室内あそび場「キドキド」と、世界のあそび道具を提案販売す
るショップを合体させた複合施設です。 
 
「ボーネルンドあそびのせかい グランフロント大阪店」は、JR 大阪駅北側に誕生するグランフロント

大阪の中核施設「ナレッジキャピタル」内の「フューチャーライフショールーム」にオープンします。 
室内あそび場「キドキド」は、運動科学の先進国といわれるデンマークの教育者と開発したボーネルン

ドオリジナル遊具を中心に、子どもたちが発達段階に応じた多様なあそびを存分に楽しめるよう、環境全
体に工夫をこらして設計しています。また、当店が全国初登場となる大型複合遊具も導入します。 
ショップには、0 歳から 99 歳まで幅広い年齢層のお客様にお楽しみいただける、世界のあそび道具約

1,500 種類を取り揃えます。 
「グランフロント大阪店」は、西日本エリアにおける旗艦店舗であるとともに、法人顧客に向けた最先

端のショールームとしても機能します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
キドキド内遊具「エアトラック」（左）、「サイバーホイール」（右）  
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「フューチャーライフショールーム」では、多様な業種の企業や大学等が一歩先の未来を提案し、生活者

とコミュニケーションを行う新しい「体験型ショールーム」空間を提供します。「あそびを通して子どもの

健やかな成長に寄与する」ことを目標に掲げる当社では、当店から子どものあそびの「可能性」と「これ

からのあるべき姿」を積極的に発信していきます。今後の日本社会の発展に欠かせない「社会全体での子

育て」意識の醸成に向け、「ここでは、子どもたちは、全員が家族（自分の子ども）」をキーワードにハー

ド・ソフト両面の環境づくりに注力するとともに、セミナーやワークショップを定期的に開催するなど、

社会の「子育てインフラ」としてのあそび環境の可能性を存分に体感いただける施設を目指します。 
 
この他、ナレッジキャピタルに参画するさまざまな企業や団体との協働を計画しています。各企業・団

体が持つ知見と当社のあそびに関する長年の実績・ノウハウを融合させ、「新たな価値」を発信する場とし

ても展開していく予定です。 
 

以 上 
 

 
 
「キドキド」について                  

株式会社ボーネルンドは、子どもの遊び場の減少や身体能力の低下といった社会問題解消に向け、健全なからだづくりの基礎を育め

るインドアプレイグラウンドを展開しており、今回で 17 ヵ所目の開業となります。本施設は、通常保育と比較して歩数が約 1.5 倍、跳ね

る・転がる・くぐるなどの動きの多様性は約 2 倍という高い運動効果や、子ども自身の高い満足度などからリピーターも多く、2012 年は

年間 180 万人を超える親子にご来場いただいており、子育てに必須な施設として支持されています。 
  

 

 

 

 

 

 

A：通常保育 B：インドアプレイグラウンド

A B 

「キドキド」の年間来場者数推移 

※山梨大学教育人間科学部 中村和彦准教授（現教授）による調査        （人） 

歩数比較 動作の出現数の比較 A 

運動効果の実測データグラフ 
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 「ボーネルンドあそびのせかい グランフロント大阪店」概要       

■ 所 在 地 〒530-0011 大阪府大阪市北区大深町 3 番 1 号 グランフロント大阪 ナレッジキャピタル 3F 
■ 施 設 面 積 ショップ： 約 25 坪、キドキド： 約 182 坪 
■ 営 業 時 間 ショップ： 10：00～19：00  

キドキド： 10：00～19：00（受付 18：30 まで） 
■ 対 象 年 齢 キドキド： 6 ヵ月～12 歳（大人も子どもと一緒に楽しめます） 
■ 利 用 料 金 キドキド： 子どもひとり 600 円／30 分、以降 100 円／10 分 

    大人ひとり 300 円（利用時間不問） 
   ※必ず保護者同伴でご利用ください。 
   ※会員特別料金や回数券、フリーパス、団体割引などの料金プランもございます。 

■ 営業開始日 2013 年 4 月 26 日(金) 
■ 電 話 番 号 ショップ： 06-6485-7622 
  キドキド： 06-6359-5667 
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「ボーネルンドあそびのせかい グランフロント大阪店」施設内イメージ      

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【ボーネルンドについて】 
ボーネルンドは、あそびを通して子どもの健全な成長に寄与するため 1981 年に設立し、一貫して“あそびの道具と環境”を提供する事
業を展開。一般家庭へ向け、子どもの成長に必要な生活道具としての“あそび道具”を提案、全国 89 ヵ所で店舗を展開しています。同
時に幼稚園や保育園、公園などに高品質な大型遊具や教育道具の提供を含めたあそび環境の開発を行っており、現在までに手掛
けた実績は国内約 3 万ヵ所まで拡大しています。また、2004 年からは、子どもが遊ぶ機会を増やすために、親子一緒に様々なあそび
を体験できる室内あそび場「キドキド」事業をスタート。現在全国 16 箇所、年間 182 万人の親子が訪れています。 

 
【ナレッジキャピタルについて】 
2005 年にナレッジキャピタル企画委員会より提言された「ナレッジキャピタル構想」に基づき、UR 都市機構ならびに大阪市により開発
事業者募集コンペを実施。現開発事業者が選定され、事業推進を行っています。ナレッジキャピタルは、「感性」と「技術」の融合により
「新たな価値」を創出する複合施設として、多様な人々の交わりから、今までにない商品やサービスを生み出すことを目指しています。
一般社団法人ナレッジキャピタルならびに株式会社 KMO がナレッジキャピタルの企画運営を担い、場［施設］と機能［人的支援］を活
用させ、ナレッジキャピタルにおける産業創出、文化発信、国際交流、人材育成の実現を行います。 
 
【株式会社 KMO について】 
ナレッジキャピタルを企画・運営する組織として、「グランフロント大阪」開発事業者 12 社の出資により、2009 年 4 月に設立。まちびらき
後は一般社団法人ナレッジキャピタルとともに、ナレッジキャピタル施設の管理・運営を担います。 URL： http://kc-i.jp/ 
 
【本プレスリリースに関するお問合せ先】 
株式会社ボーネルンド 広報室 讃井・村上 
TEL：03-5785-0860 / 080-5901-3591 
E-mail: sanui@bornelund.co.jp 
 
【ナレッジキャピタルに関するお問い合わせ先】 
株式会社 KMO 古市・山本 
TEL：06-6372-6477 
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ご参考：ナレッジキャピタルについて 
 
【ナレッジキャピタルについて】 
ナレッジキャピタルは、「感性」と「技術」の融合により「新たな価値」を創

出する複合施設として、多様な人々の交わりから、今までにない商品やサービ

スを生み出すことをめざします。一般社団法人ナレッジキャピタルならびに株

式会社ＫＭＯがナレッジキャピタルの企画運営を担い、場［施設］と機能［人

的支援］を活用させ、ナレッジキャピタルにおける産業創出、文化発信、国際

交流、人材育成の実現を行います。 
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【ナレッジキャピタル施設概要】 
名称：  「ナレッジキャピタル」 
開業日： ２０１３年４月２６日 
所在地： 大阪市北区大深町３番１号 グランフロント大阪 ナレッジキャピタル 

  北館 地下２階～地上８階、１０階（タワーＢ）／～地上１３階（タワーＣ） 
延床面積：  約 88,200 ㎡ 

コラボオフィス・ナレッジオフィス  ナレッジサロン      ナレッジシアター 

フューチャーライフショールーム    The Lab.みんなで世界一研究所  コンベンションセンター 

ナレッジキャピタルロゴマーク 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

  

 



 

【うめきた先行開発区域プロジェクト「グランフロント大阪」概要】 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

ナレッジキャピタル  

 

 

 

  

  全景パース 

   

         ナレッジプラザ            うめきた広場 

 

梅田貨物駅を中心とする約２４ha の「うめきた」（都市再生緊

急整備地域内）において、２００５年６月に先行開発区域（約７

ha）としてＵＲ都市機構が「大阪駅北大深東地区土地区画整理事

業」に着手、地権者であるＵＲ都市機構と鉄道・運輸機構が開発

事業者を募集。２００６年５月、１１月に開発事業予定者が決定

され、２００７年６月に土地の引き渡しが完了。２００８年２月

に「都市再生特別地区」として都市計画決定。２０１０年３月に

新築工事着工。２０１３年３月竣工、４月２６日開業予定。オフ

ィス、商業、ホテル・サービスレジデンス、分譲住宅、ナレッジ

キャピタルにて構成。 

 

ロケーションマップ 
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